
 

  

 

資料７ 

周産期医療関係研修会等の調整について 

 

１ 概要 

各種団体（産科医会・助産師会・看護協会・仙台赤十字病院・東北大学病院）が開催する研修会等の日

程重複により，参加者及び講師の調整が困難化しているとの意見をいただいたことから，各種団体の教育

担当による調整会議を開催し，研修等の対象者・内容・目的等の情報共有及び調整方法を検討したもの。 

  

２ 取り組み内容 

年度 

（年月日） 

内容 

Ｈ３０年度 

（H31.3.27） 

 

会議 第１回宮城県周産期医療研修等調整会議開催 

【内容】 

○平成３１年度周産期研修等年間予定表（案）の確認 

○主要な研修等の日程相互回避 

 ・来年度（R1 年度）の研修日程は重ならないようにする。 

 ・再来年度（R2 年度）以降は研修月の固定化を図る。 

○情報共有のルール化 

 ・県が周産期医療情報システムにおいて，各団体の年間研修予定を掲載し，統合リン

クを用意する。 

○事前調整のルール化 

 ・各団体教育担当者のメーリングリスト（一斉送信）を作成する。 

 ・研修等の予定を決定する前にメーリングリストで情報共有する。 

 

Ｒ１年度 

（R1.5.21） 

 

 

 

 

 

（R1.7.11） 

 

 

通知 令和元年度の周産期医療研修会等の開催予定について 

【内容】 

○「令和元年度宮城県内周産期医療関係研修会等開催予定一覧」及び「周産期医療情報

システムのＱＲコード」を分娩施設宛てに通知した。 

※同日付で，周産期医療情報システムの「お知らせ欄」に掲載した。 

 

会議 第２回宮城県周産期医療研修等調整会議開催 

【内容】 

○今年度の研修一覧表を更新し，周産期情報システムのお知らせ欄に最新情報を掲載す

る。 

○来年度の研修予定一覧については令和２年１月頃にとりまとめ，調整する。 

○宮城県立こども病院をメンバーに追加する。 

 

３ これまでの成果 

 ○各団体の主要な研修の開催時期を共有し，研修立案の参考とすることとした。 

 ○研修の事前調整のルール化により，研修等の重複を回避する体制とした。 

 ○各団体の関係づくりの場となった。 

 

４ 今後の予定 

 ○第３回会議を令和２年１月に行い，今後の調整方針を決定する。 

 ○会議の開催は第３回をもって終了予定。 


